



































































































































































































































































































































































































＊   ＊   ＊  
折口の鎮魂説から始まり、最近の関心の一つに辿り着いた。現時点で「アトモスケー
プ」という流行らないタームを用いているのは、造語者たる私一人しかいない。最も近い




























て、私が試みた英訳 deep culture の公開は二〇〇五年（Tsushiro ,  2005）、その数年
後に、日本在住の英語話者による、異文化コミュニケーションに領域を狭めた研究書














エリオット、T・S・『詩の効用と批評の効用』『エリオット全集  3 詩論・詩劇論』中央公論社、
一九七一年 [ El io t ,  T he  U se  o f  Poe t r y  an d  the  U se  o f  C r i t i c i sm ,  1 9 3 3 ]  
ショールズ、ジョセフ『深層文化――異文化理解の真の課題とは何か』大修館書店、二〇一三年





Tsush i ro ,  Hi ro fumi ,  ‘T he  Mob i l i za t i on  o f  Dee p  C ul t ure  ( Sh i nso - Bun ka )  in to  Pub l i c  
Re l i g i o ns ’ ,  2005 .  IA HR  2005  To kyo  A ca demi c  Pro g ramm e ,  Se ss i on  N umber  01P  









『現代思想 総特集 折口信夫』第 42 巻第 7 号  
2014 年 4 月 15 日公刊  
青土社発行  
ISBN978-4 -7917-1279-3  
 
[付記 ]  
つくばリポジトリに登録するに際して、初出時の誤記・誤字などを修正し、A4 横書きに
するなど、他の拙論とレイアウトを揃えました。  
このつくばリポジトリ版を、決定稿とします。2019 年 4 月 10 日記。  
